
冊∨欄【，押化．．け憫．仇ひ‘＿、川＿t．い＿へノソり′ソーノ叶イルいけシー、。rいフテルフエノ棚こ関する批評価一覧  凰」  

物賞名  ホ●り塩化ヒ●フェニふく代8）   さ■り塩化ナフルン   ヘキサ如柑へ●ンセ●ン   rい・ル  ディルー●リン   王ンI◆リン   舘丁   仰－ン（舛芥子●ン潤）  げ，御く沖析‘ン！卸  l亡・川げテルスス・）＝才キい・ 

指定年月日   ＄49．6．了   S54．8．14   ＄54．8．14   S58．10．2   S56．10．2   S56．†0．2   S56．10．2   S引．9．17   S61．9．17   Hl．12．27  

【ラット混餌］  〔ラット混餌］ 【マウス港口】  【ラット混餌】  〔ラット緯口］  

慢性毒性  【ラット櫨混餌コ 100ppm肝王t増力ロ  ・  
導  讐雛匙讐聖賢m以上  

専  50ppm以上で外部刺激   6mg／kg以上で副腎重量の増  

肝硬変様の非可逆的蛮  
化の可能性  進、時に痙攣  pp 

には脳、肝、腎及び  は肝細胞壊死  
25ppm以上の死亡動物   

ッ 

聖貰転勤讐程甜の  ，主協。m幣与．Al。の  
に、それぞれ欄漫性  異常、用土依存の肝  iの増加  

変性   重i増加  300ppmで死亡率増加、るい  
30ppmで肝相対王王吋  痩、貧血症状  
加と肝細胞の変化 50ppmで体重減少、貧血症  
他に甲状腺への影響   状、甲状腺重量減少、副腎  

重量増加、ルハー球減少等  
25ppm以上で体重増加抑制、  
出血鳩向、血液凝周時間の  
延長  
80ppmでルハ●球数減少、胸腺  
重土減少、血清IgGの減少と  
1gMの増加  

生殖能及び  【ラット】  ［ラット混餌］  

妊娠率低下、児動  0．24ppm以上で妊娠率  
落掌諺蔓草   物生存率及び体王  低下  

の低下  

催奇形性  ［ラット混餌】  〔ラット混餌】  ［ラット掩ロ】  

50ppm催奇形作用認め  0．08pp†nで児動物に瞳   廿7mg／kg以上で母動物の体  

す  浮腫や水頭などの病  重増加抑制、児動物の口蓋 
理所見  裂や骨格形態異膏の発生頻  

度増加  
【ラット蛙ロ〕  

1伽〟kgで母動物体重増加抑  
制、一腹児数減少、出生児成  
長抑制、児動物の膣間口遅  
延、脳壬土低下等  
【マウス〕  

胎児前肢芽培養餞中への添  
加で発育隠者作用  
催奇形性とは断定不可  

【マウス混餌】  ［マウス〕  【マウス】  ［ラット混餌】  

がん原性  1左㍊1㌔。。㌘鮎性  【マウス雄混餌］ 48ppm用土相関  ．［マウス雄混餌】 2．55ppm用土相関性  雄2pp几雌10ppm以上   

＝…エ∴  
性のある肝腫瘍  のある肝腫瘍  で肝腫瘍   【ラット〕   【ラット〕   腎褐色細胞腫・上皮小体腺  
フ●ロモート作用有  フ●ロモーター作用有  【ラット］  催腫瘍性放めず催腫  

500ppmで肝月重癌つ’旦ヒ   癌性の有，酎ま稽古如こ   ・ ＝＝…  ‾誉ちヂ   至らヂ  ；＝…曇・・・二  

J  

生体内運命   ヒト体内でDDEに変化   
して長期間残留  性の強いヘフ●舛nル・エ材  

冒芸度  PPm混鵬与  でに約70％が糞便中に排  

蓄積  な誘導   この化合物の排泄は  
遅く、脂肪租織等に  
蓄積   肝、官に多く分布。脂肪、脳  

にも分布  
血焼中濃度は低い  
血中半減期：14時間  
脳中半減期：6．6日  

変異原性  フ’ロケト試験（＋）  フニロ㌣クー試験（＋）  加e＄．染色体ノ小核で一部  
血08．染色体：弱い（◆）   染色体：弱い（◆）   く＋）。弔い変異原性  

その他  PCB混入食用油の摂取  へ紗クロbへ◆火◆ンたて  エント●ル汚染小麦粉原  ヒトで嘔吐、痙サ等の急 寺状シスクルデ  
により、眼指の増  殺菌した様子用小  料のハ●ン摂取で悪心、  性中症 ン 

加、爪の変色、鴫吐  堀吐、頭痛、腹部不快  、トランス舛析◆ン、ヘフ■タ  

等  警㌔芳ヨ禁莞莞等  
ク抽、けク砂等を含む  川プチルスス●化合物はヒト赤血球  
混合物 を蒋血  

ADl   5〟gノkg／d8y  0．1ムg／kg／d町  0．1〟g／kg／d8y   0．2〟g／kg／d8y   5〟g／kg／d8y   1〃g／kg／day   0，5〟g／kg／day  



物質名 丼黒ぷ撲ン  2．4，6－川一t針1トフ●チルフエトル   トキサフエン   マイレツケス   2．2．2－トリクロロー1．トビス  
N  （4－クロロフユニル）エタ  ジエン  

N，山一－ゾ姉IJlトP－71ニレンゾ丁ミン  ノール（別名ケルセン又は   
ジコホル）   

指定年月日   H12．6．7   H12．8．14   H14．9．4   H14．9．4   H17．4．1   H17．4．1   

慢性毒性  【ラット 混餌〕   
〔マウス】   【ラット】   マウス 経口】   【ラット 混餌】   【ラット 混餌】  

肝細胞の壊死、変性等、問質の緑  2．5mg／kgで肝細胞の粕織学的  1汀Ig／kgセ肝肥大   
（♀♂）  変化  腎皮線細胞空胞化   

肝晩の絶対王土、脾臓の絶対及び相対量土並びに副腎  
2．2mg／kgで肝細胞肥大・副  鶴搬雛上で、腎の  

の絶対1暮の増加、副腎皮賞のコレステリン様物質を  
含む主食細胞増加及び血小板数の減少  

（♂）  

アスパラギン酸アミノトランスフエラーゼ活性の上昇 
（♀）  

濃度の低下、  
読育男完熟謂悪霊粕鹿砦諾護符 0．1％以上で  

（♀♂）  

血清中銅獲度、アルかノフォスファターゼ活性及びロ  
イシンアミソベプチダーゼ活性の上井、肝施及び腎臓   
の相対王tの増加並びに肝臓の髄外道血  

（♂）  

叫  

学兄聖」孟しリン脂質の減少バ／。比の低下  
以上よりNO臥は0．00硝（♂：約1．8mg／kgノdayノ♀： 
28mg／kg／餉y）と推定   

生殖能及び 後世代に及  行動への影響、免感抑制  少  
ぽす影響   

甜錨脳紺P2）で卵  及び新生児の体重の低  

望船紺鵬故減久   
芋離蛮架ぼ胎率低   

催奇形性◆  ソ ［マウス】  〔ラット1  
N）g／。ay  35mg／kgで児動物に脳癌   6mg／kgで内臓異欄  

（児）血g／kg／day  

がん原性  【ラット 漉餌〕  〔マウス】  ［マウス及びラット〕  
慢性キ性試験24ケ月目に屠殺した♀において、卵巣  
の幹也牒爽朕細胞腫の発生が0、0．004、0．02、0．用の  

肝腫瘍  肝腫瘍   崩晶品腺腫．舶  
各投与群において、それぞれ20匹中0例、19匹中  ［ラット】  

甲状腺濾胞細胞癌・甲状腺腺  
≠薩   

曙められた  
桂（旗）  
甲状腺癌（雌）  

生体内運命  ［ラツ喜≧ト漉餌コ 1阜  動物tこおける半減期は連  
主とし貯糞中に排泄、代謝物の構造確放できす。   く、数カ月 雄で1二5－4日、雌において  

は4－7日。   ラットにおける放射活性   
の半減期は72時間以内  
腎においてHC8Dの活性代  

肝臓中濃虔は血中濃度に対して♂：7－168倍、♀；7・・  示す■1－ 
謝物が軍鱒．〔、，撃蔓賢妻 

467倍  

変異原性   血8S條性   優性致死言式験陰性  invitro及びinvivo系に  
（ラット）  おいて陰性   ＄9存在下で加8＄陽性、S  

知的陰性  ¢E陽性   

その他  Pe8混入食用油の摂取により、岨脂ゐ増加、爪の変色、  
嶋吐等  

農薬事故による暴矧こより  
悪心、めまい、嘔吐等  
急性毒性拭験において自発  
運動低下、運動失蜘、は眠  
傾向J接戦等の神経症状  

ADl   5〟g／kg／day   1．25〟g／kg／軸y   RfD：0．2〟g／kg／d8y  2Jノg／kg／dさy  脈L：0．2〟g／kg／d8y   
（軒8：8．ヰ〃g／毎／daY）  

リアソールー2－イル）－4．6  
－ジーt O r t－プチルフェ  2－（2H－1．2，3－ベンソト           ノール  

字  

【孟藍消誌 

加88 陰性  
染色体 陰性   




